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8月20E 

幹部の皆 さ

実戦 さ主

太:郎、山登山 '~ l Jだくでが

9月15日、事イス利用の皆さん、固め不ドi由な皆さんが、ボランティアグループの応按で、 r1il¥:の山と

して親しまれている太郎山に登りました。

この計画は、「行内の悩祉団体 I ~ 、とぐるまの会J (尾111奇美友会長)が、一般の人たちにも|律五者の皆さ

んを理解してもらおうと昨年からはじめたもので、今年で 2回目 。

ボランティアグループと一般参加の皆さんなど約50人が、車イス 利用者の皆さんと自の不 li由な皆さん

を中心に 5-6人ずつに分かれ、楽いずに話しながら無事、登山に成功、有意義な一日を過ごしました。
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市民の動 き

( 9 FI 1 I:l現化)

余念人口 111，427人 (+ 227) 

男 54，366人 (十12--1)

女 57，061人 (十 103)

世情数 33，110世術 ( +i--lJ 

( )内(;l:fIiJ)Jltて「

8月26E 

大会が第二

会場に開カ

午前中た

れて討議を

や同体の表

ル主会場

館での
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報

本
日
こ
こ
に
昭
和
五
十
四
年
九
月
定

広

例

市

議
会
を
招
集
い
た
し
ま
し
た
と
こ

一

ろ
、
議
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

一

公
私
と
も
お
忙
し

い
と

こ
ろ
ご
出
席
を

め
賜
り
ま
し
て
、
ま
こ
と
に
ご
苦
労
さ
ま

開
削
で
ご
ざ
い
ま
す
。

削
酬
こ
こ
に
、
諸
議
案
の
ご
審
議
を
い
た

拙
だ
き
ま
す
に
あ
た
り
、
当
面
の
市
政
の

/ぺ

一
端
を
申
し
あ
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

一
長
期
構
想

一

広

域

行

政

の

吋

素
案
作
成
に
取
り
組
む

省
伊

月定例市議会開く〉

市長提案説明

く9

えつ800号

上富 よ
小生 し
衛型軽 た升← 、，。
施
設
主E
A 
口

負
担白
金
四
千
九

ち
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、

こ
の
た
め
の
後
期
基
本
計
画
に
つ
き
ま

し
て
は
、

市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
お

聞
き
す
る
た
め
の
話
し
合
い
、
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
な
ど
を
終
了
い
た
し
ま
し
て
、

現
在
素
案
の
作
成
作
業
に
庁
内
機
構
を

あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご

さ
い
ま
す
。
ま
た
、
上
小
地
域
に
お
け

る
新
広
域
計
画
に
つ
き
ま
し
で
も
、
併

せ
て
策
定
作
業
を
進
め
て
お
り
ま
し
て
、

広
域
行
政
の
必
要
性
が
さ
け
ば
れ
て
お

り
ま
す
現
在
、
上
田
市
が
そ
の
中
心
的

役
割
を
果
す
べ
く
努
力
を
し
て
ま
い
り

た
い
所
存
で
あ
り
ま
す
。

石
油
事
情
の
安
定
に

市
も
厳
し
く
対
応

さ
て
、
今
日
の
各
方
面
に
わ
た

っ
て

の
厳
し
い
状
況
の
な
か
で
、
と
り
わ
け

石
油
事
情
の
不
安
定
は
、

今
後
の
経
済

社
会
の
動
き
の
な
か
で
根
本
的
に
見
直

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
が
来
る

万
円
。

と

し

て

、

多
目
的
研
修
集
会
施
設
建
設
工
事
費
七

百
万
円
。
特
別
農
山
村
総
合
対
策
事
業
、

集
団
営
農
用
機
械
整
備
事
業
、
水
田
利

こ
の
こ
と
は
、
私
た
ち
を
と
り
ま
く

身
近
な
市
民
生
活
を
始
め
、

地
方
の
あ

ら
ゆ
る
産
業
活
動
は
も
ち
ろ
ん
、
市
の

行
財
政
運
営
の
う
え
に
も
大
き
く
影
響

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
厳
し
く
対
応

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。

ま
た
、
市
の
財
政
運
営
に
お
き
ま
し

て
も
、
相
当
部
分
を
国
の
財
源
措
置
に

た
よ
ら
さ
る
を
得
な
い
実
情
の
な
か
で
、

最
近
に
お
け
る
固
め
財
政
見
直
し
の一

連
の
考
え
方
を
見
て
ま
い
り
ま
す
と

い
ま
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
よ
う
な
財
源

措
置
が
今
後
も
続
け
ら
れ
る
か
ど
う
か

大
変
に
難
し
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
ま
し
て
、

行
財
政
の
運
営
推
進
に
努
力
し
て
ま
い

る
所
存
で
ご
さ
い
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
議
員
の
皆
さ
ん
の
一
層
の
ご
理
解
と

こ
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
る
次
第
で

ご
さ
い
ま
す
。

今
回
は
、
財
源
事
情
の
許
す
範
囲
内

に
お
き
ま
し
て
、
国
県
の
補
助
事
業
の

h
k
明

レ

ド

1
L同
、

1
.
制
f，

出町補
修
ヱ
事
到
羽
川
」
川
上
山
↓
千
六
百
市
円
司

新
参
町
下
郷
線
用
地
買
収
貨
な
ど
に
二

千
九
十
一
万
一

千
円
。
中
央
公
園
用
地

買
収
費
三
千
七
百
八
十
八
万
三
千
円
。

提案説明する石井市長(手前)

も
の
に
つ
い
て
重
点
的
に
配
慮
い
た
し

ま
し
て
、
市
民
の
要
望
に
対
応
し
て
ま

い
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

こ
こ
に
提
案
い
た
し
ま
し
た
議
案
は
、

条
例
案
四
件
、
決
算
認
定
三
件
、
予
算

主

な

条

神
川
、
神
科
、
豊
殿
三
地
区
の
近
代

化
を
図
る
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業

の
一
環
と
し
て
、
豊
殿
地
区
に
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
「
上
田
市
農

村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
条
例
」
の
制
宅

前
年
分
の
所
得
税
が
非
課
税
の
父
子

家
庭
に
対
し
、
医
療
費
の
無
料
化
を
図

る
「
上
田
市
母
子
家
庭
等
医
療
費
特
別

給
付
金
条
例
」
の
一
部
改
正
。

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
優

良
住
宅
地
の
造
成
な
ど
の
た
め
土
地
な

ど
を
譲
渡
し
た
場
合
の
個
人
市
民
税
の

課
税
特
例
を
新
た
に
規
定
し
た
「
上
田

市
税
条
例
」

の

一
部
改
正
な
ど
四
件
を

提
案
し
ま
し
た
。

例

一
般
会
計

補
正
予
算

案
七
件
、
事
件
決
議
案
七
件
、
報
告
事

項
二
件
の
合
計
二
十
三
件
で
あ
り
ま
す

が
、
よ
ろ
し
く
ご
審
議
の
う
え
、
ご
議

決
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

議

説

明

案
算
額
は
、
百
五
十
二
億
七
千
七
百
四
十

二
万
四
千
円
と
な
り
、
前
年
同
期
に
比

し
て
、
一
二
・
二
%
の
の
び
と
な
り
ま

す
。

マ
歳
入
の
主
な
も
の

市
債
三
億
四
千
六
百
十
万
円
。
負
担

金

一
億
一
千
九
百
九
十
三
万
三
千
円
な

ど
収
入
可
能
な
範
囲
で
計
上
し
た
ほ
か
、

財
政
基
金
か
ら
二
億
円
の
繰
入
れ
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

マ
歳
出
の
主
な
も
の

〈
総
務
費
〉

市
本
庁
舎
の
狭
あ
い
を
解
消
す
る
た

め
の
今
年
度
増
築
事
業
費
三
千
百
二
十

八
万
二
千
円
。
自
治
会
の
防
犯
灯
電
気

料
補
助
金
八
百
一
万
二
千
円
。
史
跡
公

圏
内
整
備
と
し
て
、
明
倫
堂
解
体
工
事

費、

公
園
内
建
物
撤
去
工
事
費
な
ど
の

予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

〈
民
生
費
〉

同
和
対
策
費
と
し
て、

川
西
、

緑
が

丘
西
、
御
所
地
区
の
道
路
な
ど
生
活
環

境
整
備
工
事
費

一
千
二
百
五
十
万
円
。

相
染
閣
駐
車
場
の
舗
装
工
事
費
二
百
万

円
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
陶
芸
周
作

象
表
傘
主
ヤ
町
告
宅
~
川
凡
宙

F
ぬ町、
4

・:
n，

z
-
t
L

ス
;
l
ヅ
3
4

旭
は
布
市
民
内
交
況

め
、
連
帯
感
じ
支
え
ら
れ
た
、
明
る
い

豊
か
な
、
住
み
よ
い
上
田
市
を
築
く
こ

と
を
筈
い
、
次
の
目
標
を
か
か
げ
て
、



素
案
作
成
に
取
り
組
む

石
油
事
情
の
不
安
定
は
、
今
後
の
経
済

社
会
の
動
き
の
な
か
で
根
本
的
に
見
直

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
が
来
る

4

1
y
'
u
'
e
州
歯
切
納
ド

i
b
'
'
p
r
l

w
b
主
白
V

V
み
F

-

刷

衛
生
資

第

1.小
術
午
-
施
設
組
合
引
相
一
金
問
千
九

一

百
十
万
五
千
円
。
上
田
市
真
田
町
じ
ん

一

か
い
焼
却
場
組
合
れ
担
金
二
千
六
百
七

一

卜
ヒ
万
七
千
円
。
大
星
斎
場
組
合
負
担

一

金
五
百
十
万
二
千
円
。
上
田
市
ほ
か
八

、、B
，J

抑
制
か
町
村
病
院
組
合
負
担
金
百
七
十
万
七

附
酬
千
円
。
市
庁
舎
増
築
に
あ
わ
せ
た
保
健

畔
糊
七
/
タ

l
、
水
道
庁
舎
建
設
事
業
費
八

u
R句
3

川
山
川
千
九
卜
三
万
二
千
円
な
ど
の
予
算
を
計

一

上
し
ま
し
た
。

一

〈農
林
水
産
業
費
〉

だ

同
和
地
区
農
業
振
興
費
と
し
て
、
本

・え

し
め
じ
人
工
周
年
栽
培
施
設
費
七
千
九

万
円
。
農
業
改
善
事
業
費
と
し
て
、

多
目
的
研
修
集
会
施
設
建
設
工
事
費
七

百
万
円
。
特
別
鹿
山
村
総
合
対
策
事
業
、

集
団
営
農
問
機
械
整
備
事
業
、
水
田
利

用
再
編
転
作
促
進
事
業
な
ど
の
補
助
金

九
百
四
十
六
万
二
千
円
な
ど
の
予
算
を

計
上
し
ま
し
た
。

〈商
工
費
V

商
庖
街
ア
ー
ケ
ー
ド
電
灯
料
補
助
金

九
十
七
万
四
千
円
。
塩
田
地
区
の
観
光

案
内
板
設
置
費
な
ど
の
予
算
を
計
上
し

ま
し
た
。

〈
土
木
費
〉

道
路
補
修
工
事
費
、
道
路
新
設
改
良

工
事
費
な
ど
に
二
億
一
千
九
百
万
円
。

河
川
改
修
工
事
費
、
河
川
用
悪
水
路
維

つ

「都市に緑と公園を」 をスローガンに、 10月 1日から 同

月31日まで都市緑化月聞が行われます。

上田市では、今、西暦 2，000年を目標として、長期的

な展望にたち全市的な 1奈のマスタープラン H の策定を

進めています。市民の皆さん、緑ゆたかな環境づくりに

ごts力 ください。
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太陽と緑ゆたかな公園を

みんなで大切にしよう

< 10月都市緑化月間〉

こ
ざ
い
ま
す
。

今
回
は
、
財
源
事
情
の
許
す
範
囲
内

に
お
き
ま
し
て
、
国
県
の
補
助
事
業
の

晶
仇
{
正
、
再
利

l
v
い
俳
砲
仲
車
、
ふ
孟
た
‘
臥
ゑ
各
芯
介
ゐ

持
補
修
工
事
費
な
と
に
一
千
六
百
万
円
。

新
参
町
下
郷
線
用
地
買
収
資
な
ど
に
二

千
九
卜

一
万

一
千
円
。
中
央
公
園
用
地

行
収
伐

e
-

一千
七
百
八
十
八
万

e

一一
千
円
。

同
和
地
区
の
老
朽
住
宅
(
五
戸
分
)
除

却
補
助
金
二
百
四
十
五
万
円
な
ど
の
予

算
を
計
上
し
ま
し
た
。

〈消
防
費
〉

西
塩
田
地
区
の
第
十
六
分
団
車
庫

お
よ
び
詰
所
新
築
工
事
費
八
百
七
十
万

円
な
ど
の
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

〈教
育
費
〉

各
小
学
校
施
設
整
備
お
よ
び
補
修
工

事
費
二
千
百
四
十
万
円
。
各
中
学
校
施

設
整
備
お
よ
び
補
修
工
事
費
一

千
万
円
。

信
濃
デ
ッ
サ
ン
館
建
設
補
助
金
三
百
六

8月12日早朝、自然運動公園プールゾーンの草取り奉仕
をする城南ライオンズクラブ、川西サイクリングの皆さ
ん。

「
ト
補
正
予
算
L

補
正
額
八
億
二
千
百
九
十
万
七
千
円

を
計
上
し
ま
レ
た
。

こ
札
に
よ
り
総
子

十
万
円
。
下
塩
尻
の
河
川
運
動
場
新
設

工
事
費
四
百
五
十
万
円
。
自
然
運
動
公

園
建
設
に
多
額
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
い

た
成
沢
定
平
さ
ん
の
ご
芳
志
を
永
く
伝

え
る
た
め
の
胸
像
建
設
工
事
費
百
四
十

万
円
な
ど
の
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

事
件
決
議

マ
ス
ポ
ー
ツ
都
市
宣
言

私
た
ち
上
田
市
民
は
、

一
人
ひ
と
り

が
生
涯
(
し
よ
う
が
い
)
を
通
し
て
ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
健
康
で
た
く
ま
し

い
心
と
か
ら
だ
を
つ
く
る
と
と
も
に
、

。産直再開 | 

毎月15日は産直デー

第26回産直デーは10月15日(月)です。

品目

① 気仙沼港直送鮮さんま

1尾60円位

境
笠
備
工
事
費
一
千
二
百
五
十
万
円
。

相
染
閣
駐
車
場
の
舗
装
工
事
費
二
百
万

円
。
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
陶
芸
用
作

撃
者
安
是
し
正
問
地
耽
工
事
・勃

UR
-
-
r
m，
辛
』
快
拝
、
一
平
品
川
ト
丸

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
市
民
の
交
流
を
深

め
、
連
帯
感
に
支
え
ら
れ
た
、
明
る
い

豊
か
な
、
住
み
よ
い
上
田
市
を
築
く
こ

と
を
苦
い
、
次
の
目
標
を
か
か
げ
で
、

こ
こ
に
「
ス
ポ
ー
ツ
都
市
」
の
宣
言
を

す
る
。

て
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
た
く
ま
し

い
心
と
か
ら
だ
を
つ
く
ろ
う
。

て
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
通
じ
て
、
友
情

と
連
帯
の
輪
を
ひ
ろ
げ
よ
う
。

一
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
積
極
的
に
す
す

め
、
豊
か
な
余
暇
生
活
を
営
も
う
。

て
ス
ポ
ー
ツ
を
実
践
し
て
、
マ
ナ
ー

を

身

に

つ

け

よ

う

。

-

一
、
ス
ポ
ー
ツ
を
愛
し
、
広
く
世
界
の
.

人
々
と
手
を
つ
な
ご
う
。

② 近海船凍いか

2杯 360円位

取扱

市内産直協力底

(協力屈の表示があります)

匂 《
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神川・神科・豊殿三地区の
みなさん待望の

土田市農柑環様11善包ンター完成

nh山
+
立
+広↑

国
の
指
定
を
受
け
神
川

神
科

印
刷
盟
殿

a

↑地
区
の
近
代
化
を
凶
る
農
村
総

引
酬
合
援
備
モ
デ
ル
事
業
の

一
環
と
し
て
建

仰
川
苧
乞
進
め
て
き
た
「
上
回
市
農
村
環
境

J
¥

改
汗
セ
ン
タ
」
が
こ
の
ほ
ど
完
成
、

一

十
月

4

二
日
開
館
し
ま
す
。

一

同
セ
ン
タ
ー
は
、
農
村
の
生
活
環
境

一

の
改
設
けを
目
的
と
し
た
広
範
囲
な
活
動

号

に

利
用
で
き
る
多
目
的
施
設
で
、
総
事

刷
業
日
約
-
一位
九
千
万
円
を
吹
や
し
た
、

第
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建
て
、
延
面

戸

市
刷
出

r

'

V

1
ぃIUa'I
けロ
L
r
l
刷
川

H
4恥
i

，H
M
J畠
r
i
l
l
p
l
H
ψ
n
w
d
J
μ

えつ

ノに 親

ミーツ

代
的
な
建
物
で
す
。

結
婚
ひ
ろ
う
宴
や

各
種
会
合
に
利
用
で
き
る

広
い
多
目
的
ホ
ー
ル

報
「
う
え
だ
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

二
階
に
は
、
袋
事
研
修
室
、
図
書
室
、

生
活
改
善
実
習
室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

屋
外
に
は
、
バ
レ
|
兼
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
一
面
、
普
通
車
七
十
台
を
収
容
で
き

完成し開館をまつばかりの環境改善センター全景

ジ
付
き
会
議
室
一
つ
を
含
む
一
二
つ
の
会

議
室
、
男
女
各
浴
室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

浴
室
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
を
十
月
下
旬
か
十

一
月
か
ら
運

行
の
予
定
で
す
が
、
決
ま
り
次
第
、
広

一1
1イュ

同
魁
一

。

J 

』ーー戸e戸ーー戸-

男
女
各
浴
室
な
ど
が
あ
り
ま
す

一
階
に
は
、
結
婚
ひ
ろ
う
宴
、
各
種

会
合
、
卓
球
な
ど
を
行
う
広
い
多
目
的

ホ
l
ル
が
あ
り
、
結
婚
ひ
ろ
う
一
五
で
は

二
百
ヒ
十

-ι人
、
各
種
会
合
で
は
パ
百

人
が
収
谷
で
き
ま
す
。

;
n
w
d
u
w
l
庁
、

HHm埋
令
長
羽
白
古
車
、

』
門

-jy.な、

。

ハU
、η
/

)
Y
U
 

る
悦
車
場
な
ど
が
あ
り
、
:
・
地
区
の
皆

さ
ん
の
研
修
の
場
と
し
て
、
ま
た
、
思

い
の
場
と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
け
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

ヴ

O

男女各浴室があります (1階)

'hv 
長
Cで用に

階
と
2

な
(

議
室

会
修

¥
}
/

、
研

戸

¥

修

事

/
1
¥

研
農さし、。

、1B

/し o
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スポーツ都市宣言
私たち上田市民は、ひとりひとりが生涯を通してスポーツ に親

しみ、健康ていたくましい心とからだをつくるとともに、スポーツ

を通じて市民の交流を深め、連帯感、に支えられた、明るく豊かな

住みよい上田市を築くことを誓い、次の目標をかかげて、こ こに

「スポーツ都市」の宣言をする。

1 .スポーツを通じて、たくましい心とからだをつくろう 。

1 .スポーツ活動を通じて、友情と連帯の輪をひろげよう 。

1 .スポーツ活動を積極的にすすめ、豊かな余暇生活を営もう。

1 .スポーツを実践して、マナーを身につけよう。

1 .スポーツを愛し、広く世界の人々 と子をつなごう。

ーひろげようスポーツの輪を-

〔おねがい〕

-当日は運動のできる 服装でおいでくだきい。

・紙くず、弁当の食べカラは、自宅にお持ちかえりくだきい。

・ケガをしたり、気分の悪くなった人は、救護係に申し出てく ださい 0

・そ の他、役員の指示に従って 、たのしい一日をおすごしください。

・負傷などの場合、 応急、の処置はしますが、以後の責任は負いません0

・10月10日雨天の場合、または実施不明の場合は、午前 7時以降に、市

役所(22)-4100か市民体育館(22)-8699でおたしかめください。
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=昼食休けい=

高 800i}ー

な
っ
lt 
lさ
.し 1

つ
E ぱ
し1

と
こ
ろ
H
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

自
治
会
単
位
チ

l
ム
の

}ァ、、ームコーナー

.親子で楽しいゲーム

ヨーイ・ドン

コーナー

-紙工作

・新聞紙

・ヒモの手話

る、ど

ク
ラ
フ
ト
-

4
7
品
コ
!
?

楽
し
い
催
し
が
い
っ
ぱ
い

ぉ
好
き
な
コ
ー
ナ
ー
へ

J

自
由
γ

い
、ヒ
う

そ
μ
一



側

一

な

つ

か

し

さ

い

っ

ぱ

い

一
ト
バ
ト
ド
札
口
仰
午
後
‘
昨
卜
分

4

一
上

回

の

今

昔

展

一

と

こ

ろ

〉

-

一

一
上
山
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

一

大
正
八
年
に
市
制
が
し
か
れ
て
か
ら

〈演

題

〉

一

今
日
ま
で
の
上
田
市
の
姿
を
、
写
真
で
「
人
間
と
風
土
」

」
/
展
示
し
ま
す
。
な
つ
か
し
い
風
景
や
顔

〈講

師

〉

m
m
に
出
合
う
は
ず
で
す
。
皆

さ

ん

、

お

さ

水

上

勉

さ

ん

(

作

家

)

閉
山
そ
い
あ
っ
て
大
勢
ご
来
場
く
だ
さ
い

。

(

略
歴
)
大
正
八
年
福
井
県
に
生
れ

問地

と

き

U

十
月
-
一日

ω1同
月
七
日
間
る
。
昭
和
三
十

六

年

「

雁

の

寺

」

で

直

一

倍

午

前

九
時
か
ら
午
後
四
時
三
十
分
。

木
立
。
四
十
五
年
「
宇
野
浩
二
伝

」

で

一

一
と
こ
ろ
H
H
市
総

合

展

示

館

菊

地
寛
賞
な
ど
受
賞
。

一

一

一

一

一

一

六

十

周

年

記

念

展

一

一

一

秋

の

文

化

講

演

会

一

一

み

ん

な

で

応

援

し

よ

う

一

e

一

た

一

講

師

水

上

勉

さ

ん

一

一

高

年

齢

者

一

き

U
十
月
什
一
百
働
j
同
月
十
五

え

一

一

一

一

日
間
午
前
九
即
か
ら
午
後
四
時
三
十

¥
一

〈入
場
無
料
〉
一

一

ゲ

l
ト
ボ
ー
ル
大
会
一

分
。

日

〈と

き

〉

と

き

U
十
月
七
日
間
午
前
九
時
か
ら
。

と
こ
ろ
U
山
本
鼎
記
念
館

幸

'
t
t
t
t
t
-
l
;
t
i
-
-
t
t
i
l
l
i
t
-
-
h
i
i
‘:
:
t
t
i
t
-
-
t
h
-
t
t
t
i
-
-
i
t
t
t
t
t
i

広

り

注

い

場

-

ょ

う

開

車

一

に

よ

が

階

分

駐

一

意

い

ど

l

羽

町

一

好

な

な

庖

分

階

時

野

時

時

一

ご

さ

庖

町

羽

2

6

海

叩

9

一

れ

の

汚

商

尾

時

庖

時

後

合

後

後

一

わ

ど

、

の

松

6

計

7

階

午

組

午

午

日

凡

な

は

。
れ

庖

後

時

後

1

ら

興

ら

ら

l

M

'

庖

き

う

ぞ

商

午

マ

午

り

か

振

か

祈

か

明

内

商

と

よ

れ

原

ら

ジ

ら

か

分

佐

分

議

分

1

釦

の

う

し

そ

萩

か

ヤ

か

ほ

却

庖

初

会

初

咋

一計

次

使

ま

、

社

時

社

時

社

時

商

時

工

時

五

味

、

。
い

は

会

叩

会

叩

会

8

町

8

商

8

間

口

は

す

使

問

。
限

前

式

前

式

前

野

前

田

前

.

&

」

ま

に

時

す

有

午

株

午

株

午

海

午

上

午

一

レ

い

い

る

で

一

イ

て

れ

き

間

‘

一

ト

れ

き

で

時

町

叶

民

さ

、

用

る

尾

市

放

し

使

い

松

」

「

開

意

で

い引
と
こ
ろ
H
H
ケ

l
ト
ボ

l
ル
場

内

容

H
H
円
治
会
単
位
チ
l
ム
の
対
抗

試
合
。

一
弓
道
長
野
県
大
会

一

と

き

H
十
月
七
日
間
午
前
九
時
か
ら
。

と
こ
ろ
H

市
営
弓
道
場

一
農
民
美
術
建
業

と

白
由

ヒ

そ
つ

/1 

と と 一一一一一ー
こ 日
ろ (円)き

11 11 

海十
聖子 月
間J + 
{弄 一:
藤日
ピ (1:)
ル j

同
月
十
問一一一一一

きれいに使いましょう

と市民トイレミ

砂海野町‘

砂海野町‘

砂海野町‘

砂大手町‘

花

一

長

野

県

一

一

美

術

展

覧

会

一

と

き

H
H
卜
月
九
円

w
i同
月
十
七
日

制
午
前
九
時
か
ら
午
後
同
時
-
-
一
十
分
。

と
こ
ろ
H
市
民
会
館
、
市
総
合
展
示
館
。

道

展

市制60周年記念行事予定表

:)i;m匝H日 行事名 ところ

10月28日 SBCランオ祭り 市民会館

10lJ 281:1 
石井直'l二作品l民 山本州記念館、

-11月10叶 博物館

10月中旬 タイムカ 7七ル Q;!分子F史跡資

料館

記念式典および祝賀式 市民会館

0，行政I})'f;.lJ表彰

0市民進章、 rn本、 ，fi

花の発表

0姉妹都rn提併発表
11月5日

054年 5月 1H生まれ

の人に紀念品lmloll

0伸びゆく 上回棟話

ホス 7一発表

奈1龍

郷土芸能大会 市民会館前ほか

11
正踊流し r1i内大通り

1:1出ンヨ一桝惜組
市民会館12116 IJ i;京族そろサて :J~合戦j

刊

赤い羽根

一共同募金
ことしも赤い羽恨の季節がめぐ ってきました。

お互いがすこしでもしあわせになれるよう、社

会保障制度の充実をねがいながら、みんなの力

で明るく住みよい社会をっくりましょう。

長野県共同募金会上田市支会

E⑫4100内 線388または⑪2025



だ 昭和54年10月 1日一一一(6)- -

お知らせ

事

自

主

催

毎

の

二

階

。

の

勢

た
H

4
た

ち

大

し

日

武

し

た

、

ま日

西

ま

私

く

い

日

田

れ

、

多

て
日

上

か

は

が
つ
日

で

関

ン

と

入

日

ま

が

一
こ
見
目

、
u

日

展

ソ

つ

に日

句
、
戸市

円
一
一

立

心

…

骨
m
A
出

岬

同

攻

畑

…

(
・

1

J

J

J

1

・

ト
勺
祖」

日

ネ

ネ

hm
ん
…

どん

は

工

工

の
さ

日

月

省

省

し

皆

目

9
で

に

暮

の

日

場

特

の

婦

日

え

入
学
児
童
調
査
票
は

つ

必
ず
返
信
し
て
く
だ
さ
い

ロ
岡
山
F

主
￥
+

広

来
年
四
月
、

小
学
校
へ
入
学
す
る
児

一

童
は
、
四
十
八
年
四
月
二
日
か
ら
四
十

一

九
年
四
月

一
日
ま
で
に
生
れ
た
児
童
で

町
引
す
。

問
削
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
入
学
児
童

叩
酬
の
い
る
家
庭
へ
往
復
ハ
ガ
キ
で
「
入
学

制
刊
児
童
調
査
栗
」
を
十
月
中
旬
頃
ま
で
に

/
ぺ
送
付
し
ま
す
。

一

対
象
家
庭
は
、
こ
の
調
査
票
に
書
い

一

で
あ
る
こ
と
に
誤
り
が
な
い
か
確
か
め
、

一

記
入
欄
へ
必
要
な
こ
と
を
記
入
し
て
、

号

十

月

三
十

一
日
附
ま
で
に
教
育
委
員
会

n
U
 

却
に
必
ず
送

っ
て
く
だ
さ
い
。

第
対
象
児
童
の
い
る
家
庭
で
、
十
月
二

r

十
日
川
を
過
ぎ
て
も
「
調
査
票
」
が
届

で・

か
な
い
場
合
は
、
教
育
委
員
会
学
校
教

育
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
(
宮
⑫
四
一

0
0内
線
五
四
六
有
線
②

O
八
六
二

一
知
ら
な
い
き
の
こ
は

一

一

食
べ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
一

一
き
の
こ
中
毒
予
防
月
間

一

一

〈
9
月
却
日

i
m月
刊
日
〉

一

現
在
、
食
中
毒
の
多
発
し
て
い
る
き

の
こ

①
い
っ
ぽ
ん
し
め
じ
(
く
さ
う
ら
べ
に

雑
木
林
に
生
え
る
淡
ネ
ス
ミ
色
の
き

門

久
ν
プ、、

+
9
tし

の
こ
で
す
。
本
し
め
じ
に
似
て
い
る
が

ク
キ
が
弱
々
し
く
、
水
っ
ぽ
い
感
じ
の

き
の
こ
で
、
大
き
く
な
る
と
ヒ
ダ
が
淡

い
ピ
ン
ク
色
に
な
り
ま
す
。

②
か
き
し
め
じ
(
ま
っ
し
め
じ
)

雑
木
林
に
生
え
る
も
の
を
か
き
し
め

じ
、
松
林
に
生
え
る
も
の
を
ま
っ
し
め

じ
と
い
い
ま
す
。
カ
サ
・
ク
キ
が
茶
色

で
ヒ
ダ
は
白
い
が
、
ヒ
ダ
に
傷
を
つ
け

る
と
茶
色
の
し
み
が
で
き
ま
す
。

③
っ
き
ょ
た
け

上
小
地
方
に
は
あ
ま
り
な
い
が
シ
イ

タ
ケ
と
混
同
し
や
す
い
。
ブ
ナ
の
枯
木

に
生
え
、
カ
サ
の
一
方
に
ク
キ
が
片
ょ

っ
た
半
円
型
の
し
っ
か
り
し
た
き
の
こ

で
、
ク
キ
を
縦
に
割

っ
て
み
る
と
、
根

本
の
肉
が
必
ず
暗
紫
色
で
す
。

一
小
児
マ
ヒ
予
防
一

一
ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
投
与
一

急
性
灰
白
髄
炎
(
小
児
マ
ヒ
)
予
防

の
た
め
、
ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
投
与
を

下
表
に
よ
り
行
い
ま
す
の
で
、
該
当
す

る
皆
さ
ん
は
、
各
会
場
で
お
受
け
く
だ

さ
い
。

〈該
当
者
〉

①

五

十

四

年

一
月

一
日
か
ら
六
月
三

十
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
。

②
①
以
前
に
生
ま
れ
た
人
で
、
ワ
ク

チ
ン
の
投
与
を
受
け
て
い
な
い
人
。

た
だ
し
、
四
歳
未
満
の
人
に
限
り
ま

す
。

〈
机
奴

K
7
tH
遺
品
〉

六
週
間
以
上
の
間
隔
を
お
い
て
、
二

回
(
初
回
・
追
加
)
経
口
投
与
し
ま
す
。

〈お
問
合
せ
〉

小児マヒ予防接種目程表

2回目

日

月

幻

日

ω

1回目

日

月

9
日

ω

保
健
予
防
諜
保
健
係
(
宮
⑫
四
一

O

O
内
線
二
八
九
有
線
②
O
七
二一

11 

月

29 
日

(木)

刷
四

日
月
初
日

※受付時聞は、各会場とも午後 l時

30分から 2時30分までです。

10 
月
11 
日

(木)

刷
明

日
月
ロ
日

↑

退

職

金

づ

く

り

は

一

一

国

の

制

度

で

一

一
中
小
企
業
退
臓
金
一

一
共
済
制
度
に
加
入
し
よ
う
一

中
小
企
業
退
職
金
制
度
は
、
国
の
制

度
と
し
て
、
中
小
企
業
に
働
く
従
業
員

の
皆
さ
ん
に
確
実
な
退
職
金
が
支
給
さ

れ
る
制
度
で
す
。

〈制
度
の
特
色
〉

①
掛
金
は
、
法
人
の
場
合
は
損
金
、
個

人
企
業
の
場
合
は
必
要
経
費
と
し
て
全

額
免
税
に
な
り
ま
す
。

②
三
年
以
上
掛
金
が
納
付
さ
れ
て
い
る

従
業
員
が
退
職
し
た
と
き
は
、
そ
の
従

業
員
の
退
職
金
に
掛
金
の
納
付
月
数
に

応
じ
て
一
定
の
国
庫
補
助
金
が
つ
き
ま

す。①
加
入
企
業
が
川
促
業
員
の
た
め
の
福
利

三好 町 会館

厚
生
施
設
を
つ
く
る
場
合
、
長
期
で
低

利
な
資
金
の
融
資
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

〈加
入
で
き
る
企
業
〉

常
時
雇
用
す
る
従
業
員
が

三
百
人

(卸
売
業
は
百
人
、
小
売

・
サ
ー
ビ
ス

業
は
五
十
人
)
を
こ
え
な
い
企
業
。

〈掛

金

〉

①
掛
金
は
従
業
員
ご
と
に
決
め
ま
す
が
、

事
業
主
が
全
額
負
担
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

②
月
々
、
八
百
円
か
ら
一
万
円
ま
で
十

九
種
類
あ
り
、
増
額
変
更
も
で
き
ま
す
。

〈加
入
手
続
き
〉

お
近
く
の
金
融
機
関
に
あ
る
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
申
込
金

を
添
え
て
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

〈お
問
合
せ
〉

市
労
政
課
(
宮
⑫
四

一
O
O内
線
三

O
七
)
ま
た
は
東
信
労
政
事
務
所
(
宮

⑫
4

六
二
九
)



側
に
必
ず
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

第
対
象
児
荒
の
い
る
家
庭
で
、
十
月
二

r

十
日
川
を
過
ぎ
て
も
「
調
査
票
」
が
届

① 
雑たい
太けつ
林)ぽ

長 t
え 伊ノ

るじ
市 (

年く
;正さ
、 7
色り
のべ
き lこ

た
だ
し
、
四
歳
未
満
の
人
に
限
り
ま

す。
〈投
与
方
法
〉

応
じ
て
一

定
の
国
庫
補
助
金
が
つ
き
ま

す。③
加
入
企
業
が
従
業
員
の
た
め
の
福
利

O
七
)
ま
た
は
東
信
労
政
事
務
所
(
宮

⑫
二
公
一
九
)

えだ一一〈特集〉ー(盟諸説脇町 第 800り~
『司h・-剛司 -圃-ー ー『、

f / 

lA.M q: 45 ---12 :00l 1A.M 8:30----q :40| 

閉 会式 第 1部(午前の部)
〈スホ三ツ都市宣言式典)

入場行進(全員) * NO. 1 '¥，;4の後目は 会買で、
開会のことは申

1T~ います。スホ竺一、y都市宣言

市長あいさフ *放送lこよリ会員。て入場門

祝 辞 lご集まってくだ.さい。

選手宣誓 そ の 都 度 放 送 し ます二

世界一周えろ会運動
*総制本育大会{二ゑ8口する

メタうし授与
栄子の皆さんも行進 して

L いただきます二

No F重 目 内 Fそヲーうで、

フ ジ オ イ本 操 ラジオ体操第 1で準備運動。

2 ジャンケンチャンピオン
全員で楽しい運動会になるよう誰とでも親しくなれる
ように行う。1位2位にメダル揮与。

大 玉 送 り
紅白大玉送リで一日を童心にかえり楽しく競技をしま
す。

4 レク リ工ーションダンス 参加者全員で大きな輸を作りおどる。(おさななじみ)

体協各 部対抗リレー 上田市体協所!言28団体で4人のリレー 。

6 小 学 校 対抗リレー 小学校の対抗リレ-4人X100moC17校)

7 中学 校対 抗リレー 中学校の対抗リレ-4人X100moC 7校)

8 ゲートポールリレー
2つのゲートをくくやらせリレーをしていく。
高齢者6人で1チーム。

9 鯛 つ り 立兄兄立 争 来賓者の鯛つり。

10 ケ ツ 圧 )~~ Fλ-と「 婦人会の皆さん方による風船わり競争、1チーム6人。

11 B葉 拾 い 就学前児童による旗拾い。

12 公民館対 抗リレー 6公民館の代表選手によるリレ-4人X100m 0 

13 ;青 掃 立兄兄立 争 だれが一番ゴミを拾ったか一番拾った人はだれか?

ー (3)一一一昭和54年 10月1日一一広報う



一一スポーツ都市宣言記念 一一

(泳芳必B)10月10日
8:30 ~ 

3: 00 

AM 

PM 
帝都歪上競技揚

フ@ログラム
だれで、も参力ロでき~

種目。ぐいっぱい//

お弱み 種目コーナー

もあります 3e，

る
も
の
を
使
用
)
マ
住
民
票
マ
尺
十
円

切
手
添
付
の
向
二
重
封
筒
(
合
否
連
絡

用
、
宛
先
記
入
)。

座
を
聞
き
ま
す
。
皆
さ
ん
、
お
さ
そ
い

合
っ
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い

。

〈対
象
者
〉

家族ぞろ

参加乙ま乙ょう

って

上田市

上田市教育委員会

上田市体育協会

市民運動会実行委員会

主催

主管

前夜祭
‘3kポーγよ1田市民のフどL)今

10月Q日(大)21寺/)1ら

市t付信{:て

豪華街品1i当a油ぜん付さ
入場無料



芝
オ
一
っ

かス一

l

制

一

土

木

・

電

気

・

体

育

一

常
一

市

職

員

一

一

市
で
は
、
次
に
よ
り
職
員
を
募
集
し

一

ま
す
。

」
/

〈資

格

〉

則一山

土
木
技
術
職
員

(
大
卒
程
度

)
H
昭

刷
物
和
=
干
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た

年
邸

間

何

人

o

u
N

句。
川山川

電
気
技
術
職
員

(
大
卒
程
度

)
H
昭

一

利
a

ニ
ト
年
間
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た

一

人
で
、
電
気
工
学
謀
程
を
修
了
し
た
人
。

だ

体

育

職

員

(
大
卒
程
度

)
H
昭
和
三

・え

十
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、

l

中
学
校
教
諭
一
級
普
通
免
許
(
保
健
体

育
)
の
あ
る
人
、
ま
た
は
来
年
三
月

ロh
臥

幸

末
け
ま
で
に
取
得
が
見
込
ま
れ
る
人
。

広

た
だ
し
、
ど
の
職
種
も
五
十
四
年
四

一

月

J
n
現
在
、
市
内
に
住
ん
で
い
る
人
、

一

ま
た
は
勉
学
な
ど
の
た
め

一
時
他
市

一

町

村
に
住
ん
で
い
る
が
、
家
族
は
市
内

一

に
住
ん
で
い
る
人
。

日

〈試
験
日
・
科
目
〉

れ

十

一
月
九
日
働
午
前
八
時
受
付
、
同

叩

八
時
三
十
分
試
験
開
始
。

伴
教
養
、
専
門
試
験
。

p
h
d
 

和

〈人

員

〉

唱

若

干

名

。

一

〈必
要
書
類
〉

一

マ
受
験
申
込
書
(
市
役
所
庶
務
課
に
あ

げ
り
ま
す
)
マ
履
歴
書
お
よ
び
最
終
学
校

一

成
績
証
明
書
(
履
歴
書
は
庶
務
課
に
あ

る
も
の
を
使
用
)
マ
住
民
票
マ
立
卜
円

切
子
添
付
の
'
町
一
重
封
筒
(
合
否
連
絡

問
、
先
先
記
入

)

P

f

申
込
先
・
期
間
・
お
問
合
せ

十
月
十
五
日
聞
か
ら
十

一
月
五
日
間

ま
で
に
市
役
所
」
二
階
庶
務
課
職
員
係
へ

申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

(
宮
⑫
四
一

O

O
内
線
二
二
二

・
二
二
三
有
線
②

O
六

五
二一

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

一

一

長

寿

園

の

一

一

栄

養

士

募

集

一

〈資

格

〉

市
内
に
住
ん
で
い
て
、

三
十
歳
以
上

三
十
五
歳
ま
で
の
女
性
で
、
栄
養
士
の

免
許
を
持
っ
て
い
る
人
。

〈人

員

〉

一
名
。

〈締
切
り
〉

十
月
十

一
日
肘

〈申
込
先

・
お
問
合
せ
〉

一T
三
八
六

一
四
大
字
別
所
温
泉

一
O
九

O

一
社
会
福
祉
法
人
別
所

清
明
会
へ
履
歴
書
を
持
参
ま
た
は
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。

(
宮
⑮
コ
二
六

O
)

一
婦
人
の
皆
さ
ん

一

一

参
加
し
よ
う

一

一
生
活
講
座
開
く

一

一

〈

働
く
婦
人
の
家
〉
一

働
く
婦
人
の
家
で
は
、
長
野
婦
人
少

年
室
と
共
催
で
下
表
に
よ
り
、
生
活
講

座
を
聞
き
ま
す
。
皆
さ
ん
、
お
さ
そ
い

合
っ
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

九対
象
者

上
回
市
に
住
ん
で
い
る
か
、
勤
め
て

い
る
婦
人
。

〈と
こ
ろ
〉

働
く
婦
人
の
家

〈受
講
料
〉

無
料
(
た
だ
し
、
料
理
材
料
貸
四
百

円
前
後
、
人
形
材
料
費
三
百
円
前
後
)

〈締
切
り
〉

十
月
二
十
五
日
附
で
す
が
、
定
員
に

な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

〈申
込
先
・
お
問
合
せ
〉

働
く
婦
人
の
家
(
宮
⑫
二
九
八
八
)

日 程 表

J持 座 名 j時 師 月 日 H寺 間 定員

暮(簡し単のな中手の袋更人生形と)活用 伊(倉手芸光講子師さ)ん 10月(月2)9日
6午:0後0-8:00 30名

若々しさを保つために
成「沢打体秀育敏課 さん 10月別30目 6:00-8:00 50名(楽しい体力作り) ( 長)

手軽にできる家庭料理
西沢(栄i登養江士)さん 11月(木)1日 6:00-8:00 30名(話と料理実習)

青少年の心のとらえ方 一之瀬人補操導 さん 11月(月1)2日 6:00-8:00 50名(1覚の手はのびでいる) (U1il 員)

これからの生活設計と生きがい
(中長野村婦玲人少子年室さ長ん) 11月開13日 6:00-8:00 50名 |(鮒人10年に向けて)

生活講座

一
在

宅

重

度

一

一
身
体
障
害
者
の
皆
さ
ん
の
一

一

訪
問
診
査
を
行
い
ま
す

一

歩
行
が
困
難
な
在
宅
の
重
度
身
体
障

害
者
の
皆
さ
ん
で
、

地
理
的
条
件
な
ど

に
よ
り
診
査
の
機
会
に
恵
ま
れ
な
い
人

に
、
次
に
よ
り
、
医
師
が
訪
問
し
、
診

査
、
相
談
を
行
い
ま
す
の
で
、
希
望
さ

れ
る
皆
さ
ん
は
、
申
出
で
く
だ
さ
い
。

〈対
象
者
〉

体
幹
お
よ
び
し
体
に
障
害
の
あ
る
人
。

〈と
き
・
人
員
〉

十
月
十
六
日
側
五
名
。

十
一
月
二
十

日

例

尺

名
。

〈内

容

〉

①
身
体
障
害
者
手
帳
、
問
客
年
金
、
福

祉
予
官
ー
な
ど
の
診
断

A
作
成
。

②
補
装
具
の
判
定
抗
日
作
成
お
よ
び
装
k
ね

な
ど
の
助
言
、
指
導
。

〈締
切
り
〉

十
月
十
五
日
開

〈申
込
先

・
お
問
合
せ
〉

福
祉
事
務
所
福
祉
法
(
宮
⑫
問
一

O

O
内
線
二
一ヒ
ミ
有
線
②

O
ヒ
九

A

)

一
皆
さ
ん
参
加
し
よ
う

一

一国
際
児
童
年

一

一

市
民
集
会
開
く一

今
年
は
、
世
界
共
通
の
児
童
の
年
「
国

一
長
野
県

土
地
利
用
計
画
を
閲
覧

国
土
利
用
計
同
法
第
九
条
に
法
つ

く
長
野
県
土
地
利
用
基
本
計
画
が
九

月
六
日
付
で
変
更
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

次
に
よ
り
閲
覧
に
供
し
ま
す
。

閲
覧
場
所
H
上
田
市
役
所
企
画
財
政

部
企
画
課

閲
覧
日
リ
日
叫
、
祝
日
、
そ
の
他
市

の
休
日
を
除
く
各

u

閲
覧
時
間
H
H

午
前
八
時
.-e
卜
分
か
ら

正
午
ま
で
と
午
後
一
時
か
ら
午
後

一
ム
時
ま
で
(土
眼
目
は
正
午
ま
で

)

主
な
変
更
点
(
上
田
市
分
)

H
H
森
林

地
域
十
六

ヘ
ク
タ

ー
ル
増
、
郎
市

地
域
お
よ
び
農
業
地
域
は
変
更
あ

り
ま
せ
ん
。

際
児
藍
年
」
で
す
。

「
技
が
子
の
愛
を

世
界
の
ど
の
子
に
も
」
「
子
供
た
ち
が

明

nの
地
球
社
会
の
主
役
」
を
テ
!
マ

に
、
い
ろ
い
ろ
な
行
事
が
聞
か
れ
て
い

ま
す
が
、
今
川
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

認
識
を
高
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
次
の

と
お
り

H

市
民
集
会
吋
を
開
き
ま
す

皆
さ
ん
、
お
さ
そ
い
合

っ
て
、
大
勢
こ

参
加
く
だ
さ
い
。

台
」

圭
C

L

十
円
-
一
卜
八
日
川
午
後

一
時
u

と
こ
ろ
〉

中
央
公
民
館

〈内

容



だ 昭和54年10月1日一一一 (8)ー

a

、
体
験
発
表
(
各
諸
団
体
代
表
に

よ
る
体
験
発
表
)

:

宣

言

一
、
講
演

演
題
「
チ
ど
も
の
し
あ
わ
せ
と
人

権」

講

師

森

田

宗

一
さ
ん

(
元
家
庭
裁
判
所
判
事
)

一
農
業
へ
の
理
解
深
め
よ
う
一

一
青
年
農
業
者
と
一

一
消
費
者
の
つ
ど
い
開
催
一

一
、
消
費
者
と
の
懇
談
会

〈と

き

〉

十
月
二
十
日

ω午
前
十
時
か
ら
正
午
。

えつr 第 800号 (貯222AED--一広報

くらしを守るあなたの国民年金

⑧ 

今年は国民年金誕生20周年

800号~

ご

寄

付

お

礼

〈と
こ
ろ
〉

上
田
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

〈参
加
者
〉

県
農
業
士
協
会
員
、
消
費
者
お
よ
び

消
費
団
体
関
係
者
な
ど
。

二
、
農
産
物
展
示
即
売
会

〈と

き

〉

十
月
十
九
日
働
午
前
十
一
時
か
ら
午

後
四
時
三
十
分
。
十
月
二
十
日

ω午
前

九
時
か
ら
午
後
三
時
。

〈と
こ
ろ
〉

市
民
体
育
館

〈内

容

〉

農
産
物
と
そ
の
加
工
品
、の
展
示
即
売
。

は
て
な
教
室
、
農
業
相
談
所
、
模
擬
庖

な
ど
の
開
設
。

ノf

ン

マ
清
水
由
郎
犠

(中
央
北
三
)

タ
う
さ
ぎ

一
羽
上
回
公
園
へ

マ
春
原
浩
二
横

(
下
塩
尻
)
四
万
円

用
補
助
ス
テ

y
キ
二
十
本

者
の
皆
さ
ん
へ

マ
太
田
み
や
志
様

(国
分

〈相
談
先
・
お
間
合
せ
〉

市
役
所
二
階
高
年
齢
者
職
業
相
談
室

(
宮
⑫
四
一

O
O内
線
二
七
八
)

保険料の納め忘れはありませんか身
体
障
害

限

鋭

三

個

市

民

課

窓

口

ヘ

マ
岡
崎
千
代
機

(中
央
四
)

円
報
恩
寮
へ

一
中
高
年
齢
者
の
皆
さ
ん
一

一

求

職

相

談

に

一

一

お

で

か

け

く

だ

さ

い

一

一

一

一

一

一

書

き

や

す

く

見

や

す

く

な

っ

た

一

一
〈高
年
齢
者
職
業
相
談
室
〉
一

一

一

】

-

一

県

民

手

帳

予

約

受

付

一

い
ま
、
市
内
の
事
業
所
で
は
、
健
康
一

一

で
、
ま
じ
め
に
働
い

て
く
れ
る
中
高
年

一

〈
日

年

版

〉

一

齢
者
の
皆
さ
ん
を
求
め
て
い
ま
す
。

県
民
手
帳
五
十
五
年
版
の
予
約
受
付

職
種
は
、
工
員
、
営
業
、
雑
役
な
ど

を

行

い

ま

す

。

い
ろ
い
ろ
で
す
。

今
年
は
、
さ
ら
に
書
き
や
す
く
、
見

今
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
て
、
ま
た
、
や
す
く
と
い
う
こ
要
望
に
こ
た
え
て
、

楽
し
い
生
活
を
送
る
た
め
に
も
、

新

し

縦

十

四

・

三
セ
ン
チ
灯
、
横
八

・
八
セ

く
、
若
い
社
会
に
と
び
込
ん
で
み
ま
せ
ン
チ
灯
の
大
型
版
に
な
り
ま
し
た
。
ぜ

ん
か
。

ひ
ご
愛
用
く
だ
さ
い
0

6
'
'
H
H
，，，，‘正，‘‘ヲ‘‘‘--，，‘‘
t'

・6，‘‘，‘‘，.，‘‘，‘‘，‘‘，
.
6
h
‘‘，‘
6
E
‘‘-‘
〆，，.，
at
，‘‘J

自

る

-
-
o
y

年

円

却

が

。
ら

続

か

金

人

納

金

2

M

・

を

め

汁

ト

お

お

も

制

た

が

手

で

年

の

を

年

。

、

舵

一

ど

勤

け

の

和

J

金

ド

し

な

の

お

民

く

料

子

す

ば

明

な

に

。

打

者

昭

ぬ

年

イ

ま

り

入

へ

国

多

険

母

ま

れ

け

V

業

所

す

ゴ

入

ば

は

の

ラ

り

あ

加

所

の

。

保

、

り

あ

∞

ス

業

で

斗

加

え

で

ど

ス

な

で

。
支

県

す

。
害

な

が

伯

、

ピ

事

度

問

金

例

A
7

な

価

に

者

か

各

、

ま

か

障

く

れ

⑫

一

一

の

制

辺

年

、

、

子

物

う

象

ん

か

て

れ

た

、

な

忘

宮

山

サ

満

金

、川

的

け

が

母

、

よ

対

せ

課

し

わ

し

き

き

め

(

、

来

年

け

公

続

た

、

来

る

入

ま

民

念

行

ま

と

で

納

係

業

人

る

口

、

を

し

害

以

が

加

い

市

記

で

め

た

が

に

。
金

工

5

す

汁

し

善

で

障

年

あ

制

は

、

を

館

納

っ

と

料

す

年

v

商

員

入

H
入

改

円

。
刊

が

強

人

て

年

会

う

あ

こ

険

ま

民

d

、

業

加

刈

加

、

∞

す

、

金

、

い

つ

周

民

も

が

る

保

き

国

)

開

業

従

が

U
が

来

J

ま

た

年

で

な

持

羽

市

。

は

故

け

の

で

諜

日

…

漁

、

ん

昭

人

以

2

い

ま

、

所

い

を

生

野

す

料

事

受

前

入

金

町

~

林

族

さ

協

の

。
生

額

て

。

々

近

て

鑑

、誕

長

ま

険

一

を

以

納

年

②

農

家

皆

同

人

す

誕

月

っ

す

年

、

し

印

金

也

し

保

万

金

月

ら

保

線

、
の

の

計

万

ま

、

は

な

ま

、

庭

入

。

年

日

い

の

、

年

3

な

固

有

は

そ

族

盟

加

い

は

金

に

い

れ

家

加

す

。
民

お

願

で

と

齢

年

分

〉

い

金

と

家

占

J

て

金

年

く

て

ら

の

に

で

い

国

月

お

ま

す

老

今

の

せ

U

年

人

の

は

2

め

年

齢

近

え

れ

た

金

単

さ

、

叩

を

分

ま

の

、

で

合

、

民

る

そ

年

に

占

民

老

倍

ふ

入

な

年

間

だ

お

が

加

月

れ

来

し

ま

間

~

固

す

と

今

で

を

国

の

却

に

り

あ

民

は

く

な

会

参

9

忘

将

も

前

お

営

人

す

プ

頃

と

倍

取

国

き

け

大

の

め

や

年

(

川

頒

価

H
H

一
冊
三
百
円
。

配

布

H
H
十
二
月
上
旬
。

締
切
り
H
十
月
二
十
日

ω。

申
込
先
・
お
問
合
せ
リ
企
画
課
統
計
係

(
宮
⑫
四

一
O
O内
線
二
五
四
有
線

③
O
八
三
二
)

訂
正
お
わ
び

「
広
報
う
え
だ
」
九
月
十
六
日
発
行

の
第
七
九
九
号
「
待
望
の
上
田
市
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
十
月
三
日
開
館
」

欄
の、

休
館
十
二
月
二
十
八
日
か
ら
一

月
三
日
は
、
十
二
月
二
十
九
日
か
ら
一

月
三
日
の
誤
り
で
し
た
。
お
わ
び
し
て

訂
正
い
た
し
ま
す
。

家族そろって大掃除

家族そろって大掃除を

行い、病害虫の発生源を

なくし、清潔で、住みよ

い生活環境を築きましょ

フ。

<10月秋の大掃除月間〉

七
十
万

マ
朝
日
広
告
社
松
本
営
難
所
機
点
字

図
書
七
十
二
冊
点
字
図
書
館

へ

マ
高
橋
一
様
高
橋
恵
子
様

(三
好
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今年は
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プを 占め

国民年

頃の老齢

と2υ倍近

倍にふえ

取り入れ

あな た

くら

号nu
 

n
U
 。。第

マ

出
町
暢
文
検

一

市
)

一

万
円

一

と
し
て

一
マ
ほ
せ
ん
堂
様

、
っ
ち
わ
百
五
十
本

ト

報
恩
寮
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
長
寿

抑

制

園

へ

月
物

ロ

川

凶

年
郵

幻
師
世

和
3

昭
第

/
1
1

、
だ

マ
清
水
由
郎
様

(中
央
北
三
)

タ

う

さ

さ

一

羽

上

回

公

園

へ

マ
春
原
浩
二
機

(
下
塩
尻
)
四
万
円

社
会
福
祉
事
業
資
金
と
し
て

マ
小
林
麗
子
様

(常
磐
城
六

)

絵

画

一
面
働
く
婦
人
の
家
へ

マ
丸
山
千
代
子
横

(常
磐
城
四

)

絵

画
一
面
働
く
婦
人
の
家
へ

マ
北
信
義
服
工
業
所
横

身
体
障
害
者

ご
寄
付
お

礼

柿
原
謙
二
検

(
長
野

社
会
福
祉
事
業
資
金

え

小雨の中

力いっぱいの熱戦

「県民運動競技大会「

」上小ブロック大会」

9月 2日、市営陸上競技場を主会場

に県民運動競技大会上小ブロ ック大会

が聞かれました。時おり、小雨の降る

悪コンディションの中で選手の皆さん

は、陸上競技、ゲートボール、バレー、

卓球にと力いっぱいの熱戦をくりひ

げました。

つ一(9)一一一昭和54年10月 1日 広報

国民年金

きは簡単

けくださ

なおJ

大会がM

の参加岩

9月完

め忘れま

や将来何

もし、

年前ま t

(お間d

..~.."..-.・

ノぐ

/ 

眼

鏡

三

個

市

民

課

窓

口

ヘ

マ
岡
崎
千
代
様

(中
央
四
)

円
相
相
思
寮

へ

マ
株
式
会
社
信
州
ハ
リ
カ
犠

白
色
ハ

y

ク
は
か
二
十
六
口
間
報
恩
浜
、
ほ
子

寮
へ

マ
久
保
田
美
子
横

(行
久
保
)

ジ

ュ

ー
ク
ボ

ヅ
ク

ス

一

台

老

人

福

祉

セ

ン

タ
ー
へ

用
補
助
ス
テ

y
キ
二
十
本

者
の
皆
さ
ん
へ

マ
太
田
み
や
志
検

(
国
分

リ
菓
子
箱
五
ト
個
、

一
万
円

へマ
市
制
六
十
周
年
記
念
市
民
川
柳
大
会

実
行
委
員
会
横

一
万
八
千
三
百
円

社
会
福
祉
施
設
事
業
資
金
と
し
て

マ
メ
ガ
ネ
サ
ロ
ン
「
ヤ
ジ
マ
」
横

身
体
障
害

マ
朝
日
広
告
社
松
本
営
業
所
綴

点
字

国
忠
七
十
二
冊

夜
字
図
汗
館
¥

マ
高
橋

一
機

高

橋

恵

子
機

(-三好

町
)

一

万

刊
行
五
卜

一一
川

社

会
制

祉
事
業
資
金
と
し
て

マ
匿
名
横

ホ
l
ム

ト

イ

レ

一

法

報

恩
寮
へ

以
上
の
皆
様
か
ら
ご
寄
付
い
た
だ
き

ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

七
卜
万

JF
J
〈

報
恩
寮老

報恩寮のおとしよりと握手をして

回るハーモニカおじさん

9月15、16日、

別所公民館で別所

地区老人会主催の

石ぷみ拓本展示会

が聞かれました。

会員の人ヵ、半年

かかって採拓した

34点、カずならび、男Ij

所温泉を訪れた観

光客や地元の皆さ

んが熱心に見入っ

ていました

石ぶみ拓本展示会

選手宣誓をする

選手代表の武石村選手

報恩寮を慰問

J¥-モ二力おじさん
9月 6日、全国各地の老人ホーム

を、ハーモ ニカ の演奏で慰問してい
るいノ、ーモニカおじさんい (福島秀

if;さん=長崎県出身 )カ、左人ホーム

報恩繋を訪れ、おとしよりを喜はせ

ました。

福島さ んは 5年前にも報恩寮を訪

れており、この日が 2回目。約 1時

間、おし ゃべ りをしなヵ、ら ナツメロ

を演奏しました。

塩田地区の

見ごとなできばえの石ぶみ拓本
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基本的

玉里解のために

| 同和問題を考える l 

(八
月
三
十

一
日
現
在
)

次
の
皆
さ
ん
が
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

つ
つ
し
ん
で
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

l6日

野

竹

そ
れ
で
は
、
こ
の
部
落
問
題
に
つ
い
て
行

政
当
局
は
ど
ん
な
考
え
で
こ
の
解
決
を

し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

戦
後
わ
が
国
は
め
ざ
ま
し
い
変
化
を

遂
げ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
大
変
結
構

な
こ
と
で
す
。
経
済
の
高
度
成
長
に
よ
っ

て
社
会
、
経
済
、
文
化
の
近
代
化
が
進

み
ま
し
た
。
し
か
し
、
反
面
で
は
昔
な

が
ら
の
迷
信
、
偏
見
や
非
近
代
的
な
意

識
が
根
強
く
、
依
然
と
し
て
家
柄
、
格

式
な
ど
が
問
題
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
封

建
時
代
の
造
物
と
し
て
身
分
的
な
要
素

な
ど
も
ま
だ
残
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
わ
が
国
社
会
の
非
近
代

的
な
構
造
に
さ
さ
え
ら
れ
て
、
同
和
問

題
は

い
ぜ
ん
と
し
て
末
解
決
の
ま
ま
、

ま
だ
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
政
府
は
「
社

会
的
不
公
正
と
不
均
衡
の
是
正
」
と
い

う
事
を
強
く
と
り
あ
げ
て
い
ま
す
。
同

和
問
題
は
こ

の
た
め
に
も
近
代
国
家
と

七
五

富
島
む
津
み
さ
ん

中
央
五
丁
目

(下
川
原
柳
)

戸
島
未
武
さ
ん

小

泉

松
本
良
子
さ
ん

踏
入
二
丁
目
(
踏
入
)

山
浦
幸
郎
さ
ん

上

田
原

林
キ
ヨ
エ
さ
ん

下

之

郷

手

塚

延

秋

さ

ん

神

畑

秋
山
三
造
さ
ん

鍛

治

町

小
野
臥

一
郎
さ
ん

中
央
四
丁
目

(丸
堀
)

柳
沢
ゃ
な
さ
ん

中

村

大
矢
け
さ
お
さ
ーん

大
久
保

し
て
、
日
本
が
脱
皮
す
る
た
め
に
も
こ

の
同
和
問
題
は
い
ま
す
く
解
決
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
す
。
そ
し
て
部

落
の
解
放
は
「
国
民
的
な
課
題
」
で
あ

る
と
位
置
づ
け
ら
れ
取
り
あ
げ
ら
れ
て

き
て
い
ま
す
。

私
た
ち
市
民
は
ど
の
よ
う
な
心
が
ま
、
え

で
こ
の
問
題
に
対
処
し
た
ら
よ
い
で
し
よ

み
f
力
。

人
権
尊
重
と
い
う
こ
と
は
、
「
自
分

ひ
と
り
の
小
さ
い
し
あ
わ
せ
」
だ
け
を

求
め
る
こ
と
で
は
な
い
は
ず
で
す
。
だ

れ
も
が
平
等
に
人
権
を
認
め
ら
れ
、
保

障
さ
れ
て
、
初
め
て
民
主
的
な
社
会
だ

と
い
え
る
わ
け
で
す
。

部
落
差
別
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

差
別
が
絶
え
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
こ

の
人
権
尊
重
の
た
い
せ
つ
き
が
ま
だ
国

民
全
体
の
問
題
と
し
て
正
し
く
理
解
さ
れ

て
い
な
い
何
よ
り
の
証
拠
で
す
。
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伊
藤
う
ま
じ
さ
ん

下
之
郷

西
沢
嘉
雄
さ
ん

上
宅
引

三
井
た
つ
よ
さ
ん

他
人
の
人
権
を
ふ
み
に
じ
る
こ
と
が

自
ら
の
人
権
を
も
侵
し
て
い
る
の
だ
と

い
う
こ
と
を
、
私
た
ち
は
、
も
っ
と
真

剣
に
考
え
、
自
ら
の
課
題
と
し
て
学
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
人
ひ
と
り

H

自
分
の
課
題
。
と

し
て
、
ま
た
、
共
通
の
課
題
と
し
て
取

り
組
む
こ
と
が
広
く
私
た
ち
の
身
の

回
り
や
、
生
活
の
中
に
あ
る
差
別
を

な
く
す
こ
と
に
結
び
つ
い
て
、
し
あ
わ

せ
な
明
る
い
民
主
主
義
社
会
を
築
く
こ

と
に
な
る
の
で
す
。

結
婚
話
し
の
時
な
ど
よ
く
血
筋
な
ど

と
い
う
こ
と
が
問
題
に
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
特
に
同
和
地
区
の
人
と
の
結
婚
問
題

に
な
る
と

「
近
親
結
婚
が
多
い
か
ら
、

遺
伝
的
に
問
題
だ
」
と
い

っ
た
理
由
で

縁
組
み
を
避
け
よ
う
と
す
る
人
が
多
い

と
聞
き
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
疑
問
や
わ
だ
か
ま
り
を
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も
っ
て
い
る
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
が

結
論
的
に
は
、
ま
っ
た
く
恨
拠
の
な
い

偏
見
で
あ
る
と
専
門
家
の
意
見
は
一
致

し
て
い
ま
す
。

同
和
地
区
で
は
、
ほ
ん
と
う
に
近
親
結

婚
が
多
か
っ
た
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
、
あ
る
歴
史
研
究
家
は
次
の
よ
う
に

い
っ
て
い
ま
す
。

厳
し
い
身
分
差
別
の
歴
史
の
中
で
同

和
地
区
の
人
間
中
心
の
結
婚
が
圧
倒
的
に

多
か
っ
た
こ
と
は
事
実
の
よ
う
で
す
。

け
れ
ど
江
戸
時
代
の
戸
籍
に
あ
た
る
宗

門
人
別
帳
や
、
明
治
以
後
の
壬
申
戸
籍
、

そ
の
他
さ
ま
さ
ま
な
資
料
を
調
べ
て
み

る
と
、
県
内
各
地
に
点
在
す
る
同
和
地
区

相
互
の
聞
で
非
常
に
広
範
囲
の
縁
組
み

が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
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